
                 

 

 

 

 

 

 

体育館中が感動一杯の「６年生を送る会」となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

             
 

     

 

 

 

ありがとう！ 

  学校教育目標 
「心身ともに健康で、温かい思いやりの心をもち、自ら学び自ら考える児童の育成」 

令和５年度 第２１号 

（令和６年３月７日） 

北九州市立穴生小学校 

校 長  弥永 和利 

３月４日（月）に、全校で「６年生を送る会」を行いました。今年は、久しぶりに体育館に

全校児童が集まることができました。今年のテーマは「６年生の心に残るように今までの感謝

の気持ちを笑顔で精いっぱい伝えよう！」でした。１年生からもらったペンダントを首にかけ

た６年生が、大きな拍手の中、花のアーチをくぐって入場して会が始まりました。各学年の出

し物は、卒業していく６年生への感謝とお祝いの気持ちが一杯込められた感動的なものでし

た。そして、在校生に贈る６年生の「宇宙戦艦ヤマト」の器楽合奏も素晴らしかったです。体

育館中が、感動で一杯となりました。また、先生たち登場のシルエットクイズ、６年生即興の

ジェスチャークイズ、全校ダンス、全校合唱、そして「思い出のアルバム」のスライドなども

ありました。今回の「６年生を送る会」は、５年生全員で企画、運営をしてくれました。５年

生の一生懸命に取り組む姿は本当に立派でした。６年生からバトンを受け継ぐ５年生は、最上

級生になって更に頑張っていこうという意気込みを感じました。テーマどおりの会となり、６

年生にとっては、思い出に残る感動的な時間となりました。 

また、今回は「学校運営協議会委員」の方にも、参観していただきました。どの委員の方

も、穴生小学校の子どもたちの精一杯の姿に感動されていました。 

 

＜６年生の感想より＞ 

〇 在校生のみんなが６年生を送る会のためにがんばってくれていたのだなと思いました。全

部うれしかったのですが、やっぱり５年生が中心となってしてくれてうれしかったです。４

年ぶりに体育館で会をすることになって、昨年の６年生を送る会の自分達より用意などが大

変だったと思うけど、自分達６年生の思い出に残りました。本当に５年生は、自分達より立

派で手本になる６年生になると信じています。在校生のみなさんありがとうございました。 

〇 １から５年生のみんなが協力してできた６年生を送る会で、すごいと思いました。みんな

ダンスとか歌とか上手だったし、特に５年生は劇も司会もできていてすごいと思いました。

６年生だけが楽しむんじゃなくて学校全体が楽しめるような企画を考えたのは良いと思いま

した。思い出に残る最高の６年生を送る会になりました。 

〇 １から５年生の準備した物を見て、すごくたくさん準備してくれていたんだなと思いまし

た！久しぶりに全学年がそろって体育館でやってもらったので、少しきんちょうしてしまっ

たけど、だんだん気持ちがほぐれていきました。とても楽しくあっという間の２時間でし

た。１から５年生のみなさん、ありがとうございました！ 

１年生へ、とてもかわいくてかえ歌はとてもびっくりしました！ありがとう！ 

２年生へ、一生けん命やっているんだなーという気持ちが伝わってきました！ありがとう！

３・４年生へ、ダンスキレキレでかっこよかったよ。ありがとう！太鼓をたたいていると 

き、すわっている人がだまっていてすごいなと思いました。 

５年生へ、今日は司会をしてくれてありがとう！楽しい集会になったのは、５年生のおか

げだと思います！６年生でもがんばってね！ 
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